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は
じ
め
に

由
義
宮
は
、
称
徳
朝
に
河
内
国
若
江
郡
弓
削
郷
（
大
阪
府
八
尾
市
）
に
造
営
さ
れ
た

宮
で
あ
る
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
称
徳
天
皇
は
、
神
護
慶
雲
三
年
（
七
六
九
）
十
月

十
七
日
に
由
義
宮
に
行
幸
し
、
三
十
日
に
は
由
義
宮
を
西
京
と
し
河
内
国
を
河
内
職
に

す
る
詔
を
出
し
て
い
る
。
十
一
月
九
日
に
平
城
京
に
還
り
、
翌
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）

正
月
に
は
由
義
宮
域
に
家
が
入
る
大
県
・
若
江
・
高
安
郡
の
百
姓
に
そ
の
価
を
支
払
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
二
月
二
十
七
日
に
再
び
由
義
宮
に
行
幸
し
て
四
月
ま
で
滞
在
し
た
。

こ
の
間
、
由
義
寺
の
造
塔
事
業
従
事
者
へ
の
叙
位
や
会
賀
市
司
の
任
命
な
ど
が
行
わ
れ
、

西
京
の
整
備
が
推
進
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
称
徳
天
皇
は
平
城
宮
に
還
っ
て
間
も
な
く
病
と
な
り
、
八
月
に
崩
御
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
道
鏡
は
失
脚
し
、
由
義
宮
と
西
京
の
造
営
も
中
止
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。

こ
の
由
義
宮
と
西
京
の
性
格
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
甲

子
（
三
十
日
）
条
に

｢

以
二

由
義
宮
一

為
二

西
京
一｣

と
あ
り
、
平
城
京
に
対
し
て
西
に
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あ
る
京
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
1
）

、
称
徳
天
皇
・
道
鏡
の
政
策
が
藤
原
仲
麻
呂
の
政
策
を

否
定
し
な
が
ら
も
競
合
す
る
も
の
で
あ
り
（
2
）

、
道
鏡
が
出
身
地
の
河
内
に
由
義
宮
（
西
京
）

を
営
ん
だ
こ
と
も
仲
麻
呂
が
自
身
の
基
盤
で
あ
る
近
江
に
副
都
保
良
京
を
造
営
し
た
こ

と
に
対
抗
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
副
都
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
（
3
）

。

　
し
か
し
、
保
良
京
へ
の
造
宮
・
移
住
等
の
政
策
が
首
都
で
あ
っ
た
藤
原
京
か
ら
平
安

京
の
遷
都
政
策
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
拙
稿
に
お
い
て
、
保
良
京
が
新
た
な
首
都
と

な
る
た
め
に
造
ら
れ
た
都
城
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
4
）

。
し
た
が
っ
て
、
西
京
の
造

宮
が
仲
麻
呂
政
権
へ
の
対
抗
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
首
都
と
し
て
造

営
し
た
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
中
村
修
也
氏
は
、
西
京
の
市
の
開
設
は
単
な
る
宴
遊
で
は
な
く
、
西
京
へ
の

遷
都
を
意
中
に
秘
め
た
、
そ
の
準
備
処
置
と
し
て
の
市
設
営
で
あ
り
、
会
賀
市
司
の
任

命
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
道
鏡
は
、
由
義
寺
を
中
心
と
す
る
地
域
に

西
京
を
造
り
、
こ
こ
に
遷
都
せ
ん
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
論
じ
る
（
5
）

。

　
松
村
翔
太
氏
は
、
宝
亀
元
年
三
月
に
西
京
で
行
わ
れ
た
歌
垣
で
「
西
の
都
は
万
世
の

宮
」
と
歌
わ
れ
た
こ
と
、
河
内
国
を
河
内
職
と
し
た
こ
と
か
ら
、
由
義
宮
が
恒
久
的
な

京
と
し
て
造
営
を
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
6
）

。
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表　由義宮・西京の沿革史

年 月日 事項 出典

天平神護元年
（765）

２月２日 従四位下弓削御浄浄人に従四位上を授ける。

10月29日 弓削行宮に行幸

10月30日 弓削寺に行幸

閏10月１日 弓削寺に食封200戸、知識寺に50戸を喜捨する。

閏10月２日 道鏡に太政大臣禅師の位を授け、道鏡への拝賀をし弓削寺に行幸
道鏡に綿1000屯を与える。

閏10月８日 平城宮の百官が道鏡を拝賀する。

天平神護２年
（766）

10月８日 参議弓削御浄浄人に正三位と中納言を授ける。

10月20日 道鏡を法王とする。

10月23日 法王の月料を供御に準じさせる。

神護景雲元年
（767）

３月20日 法王宮職を設置

神護景雲２年
（768）

２月18日 弓削御浄浄人を大納言に任命

２月19日 無位弓削御浄浄方に従五位下を与える。

神護景雲３年
（769）

正月３日 法王道鏡が西宮前殿に居し、大臣以下賀拝する。道鏡自ら壽詞を告げる。

正月７日 法王宮で五位以上を宴する。道鏡と五位以上の者に摺衣、左右大臣以下には綿を与え
る。

７月10日 法王宮職の印の使用を認める。

10月17日 由義宮に行幸

10月19日 藤原朝臣雄田麻呂を河内守に任命

10月21日 龍華寺に肆鄽をたて、河内の市人に市を開かせる。

10月27日 行幸に陪従した仕丁・仕女以上と僧都以下に綿を与える。

10月29日 智識寺と四天王寺の奴婢に爵を三級与える。

10月30日 由義宮を西京とし、河内国を河内職とする。大県・若江郡の田租と安宿・志紀郡の田
租半分を免除する。弓削御浄朝臣清人ら事に供した国郡司・軍毅に爵・位を授ける。
藤原雄田麿を河内大夫とする。

11月9日 平城宮に還る。

宝亀元年
（770）

正月12日 大県・若江・高安郡の百姓で由義宮域に家が入った者には、その価を支払う。

2月27日 由義宮に行幸

3月3日 博多川で宴遊する。百官の文人と大学生が曲水の詩を献上

3月10日 山口忌寸沙弥麿と西市員外令史正八位下民使毗登日理を会賀市司に任命

3月15日 称徳天皇不豫 『日本紀略』

3月28日 葛井・船・津・文・武生・蔵氏の男女230人が歌垣を行う。「西の京は万世宮」と歌う。

4月1日 内蔵忌寸若人と紀朝臣広庭を造由義大宮司次官に任命

4月3日 由義宮行幸に陪従した文武百官と十二大寺の僧・沙弥に物を与える。

4月5日 由義寺の造塔の諸司雑工に叙位を行う。
歌垣に協力した船連浄足・東人・虫麻呂に外従五位下を授ける。

4月6日 平城宮に還る。

4月8日 弓削氏の男女に物を与える。

4月11日 弓削宿祢牛養らに弓削朝臣、弓削連耳高らに宿祢、美努連財刀自・矢作造辛国に宿祢
の姓を与える。

6月10日 称徳天皇不豫

7月22日 志紀・渋川・茨田などの堤を修復する。

8月4日 称徳天皇、崩御

8月21日 道鏡を下野薬師寺に移す。

8月26日 河内職を河内国に戻す。

注：出典が記されていないものはすべて『続日本紀』
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西
京
考

た
だ
し
、
由
義
宮
と
西
京
は
『
続
日
本
紀
』
で
わ
ず
か
に
そ
の
様
子
が
う
か
が
え
る

だ
け
で
、
そ
の
実
態
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
由
義
寺
の
塔
跡
が
見
つ
か
り
、
由
義
寺
の
場
所
が

確
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
発
掘
調
査
で
、
由
義
寺
の
塔
が
二
〇
ｍ
四
方
の
基
壇
を
持

つ
七
重
塔
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
（
7
）

、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
西
京
の
実
態
を
知
る
手

が
か
り
が
増
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
現
段
階
で
の
研
究
・
史
料
・
発
掘
調
査
成
果
を
も
と
に
、
西
京
の
実
態
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
都
城
史
上
に
お
け
る
西
京
の
性
格
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
。

第
一
章
　
由
義
宮

　
由
義
宮
は
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
辛
亥
（
十
七
日
）
条
に
「
進
幸
二

由

義
宮
一

」
と
み
え
る
の
が
初
出
で
あ
る
。

　
弓
削
は
、
道
鏡
の
出
身
地
と
み
ら
れ
（
8
）

、『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
　
第
三
十
五
話
に
は

河
内
国
若
江
郡
遊
宜
村
に
練
行
の
沙
弥
尼
が
い
た
と
あ
り
、『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
若

江
郡
弓
削
郷
と
あ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
巻
七
―
一
三
八
五
首
に
は
「
真
鉇
持
　
弓

削
河
原
之
　
埋
木
之
　
不
可
顕
　
事
尓
不
有
君
」
と
あ
り
、
郷
域
は
旧
大
和
川
の
本
流

で
あ
る
長
瀬
川
の
東
岸
に
沿
っ
て
長
く
伸
び
、
現
在
の
八
尾
市
二
俣
・
東
弓
削
・
都
塚
・

八
尾
木
・
南
本
町
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
9
）

（
図
１
参
照
）。

　
由
義
宮
行
幸
の
五
年
前
の
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
十
月
丁
亥

（
二
十
九
日
）
条
に
は
、
称
徳
天
皇
が
弓
削
寺
に
礼
仏
す
る
た
め
に
「
弓
削
行
宮
」
に

滞
在
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
「
弓
削
行
宮
」
は
、
行
幸
の
た
め
に
弓
削
寺
近
く
に

設
け
ら
れ
た
臨
時
の
宮
で
あ
り
、
由
義
宮
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

由
義
宮
も
由
義
（
弓
削
）
寺
の
近
く
に
造
営
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

史
料
１
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
正
月
乙
亥
（
十
二
日
）
条

　
　
大
県
・
若
江
・
高
安
等
郡
百
姓
之
宅
入
二

由
義
宮
一

者
、
酬
二

給
其
価
一

。

史
料
１
に
は
、
大
県
・
若
江
・
高
安
郡
の
百
姓
で
宮
域
に
家
が
入
っ
た
者
に
は
、
そ

の
価
を
払
う
と
あ
り
、
由
義
宮
の
宮
域
は
大
県
・
若
江
・
高
安
郡
に
ま
た
が
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
規
模
や
構
造
は
不
明
だ
が
、
三
郡
に
か
か
る
こ
と
か
ら
相
当

な
大
き
さ
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
宮
・
京
域
に
宅
な
ど
が
入
っ
た
人
間
に
補
償
を
行
っ
た
こ
と
は
、
難
波
長

柄
豊
碕
宮
・
藤
原
宮
・
平
城
京
・
恭
仁
宮
・
長
岡
宮
・
平
安
宮
の
際
に
も
み
え
る
。

①
『
日
本
書
紀
』
白
雉
元
年
（
六
五
〇
）
十
月
条

為
レ

入
二

宮
地
一

、
所
二

壊
丘
墓
一

、
及
被
レ

遷
人
者
、
賜
レ

物
各
有
レ

差
。

②
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
十
一
月
壬
寅
（
二
十
日
）
条

始
定
二

藤
原
宮
地
一

。
宅
入
二

宮
中
一

百
姓
一
千
五
百
烟
、
賜
レ

布
有
レ

差
。

③
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
十
一
月
乙
丑
（
七
日
）
条

遷
二

菅
原
地
民
九
十
餘
家
一

。
給
二

布
穀
一

。
　

④
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
正
月
壬
戌
（
十
六
日
）
条

又
賜
下

家
入
二

大
宮
一

百
姓
廿
人
爵
一
級
上

。
入
二

都
内
一

者
、
无
レ

問
二

男
女
一

並

賚
レ

物
。

　

⑤
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
六
月
丁
卯
（
二
十
八
日
）
条

百
姓
私
宅
入
二

新
京
宮
内
一

五
十
七
町
、
以
二

当
国
正
税
四
万
三
千
餘
束
一

、
賜
二

其
主
一

。
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⑥
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
五
月
癸
丑
（
十
九
日
）
条

又
長
岡
村
百
姓
、
家
入
二

大
宮
処
一

者
、
一
同
二

京
戸
之
例
一

。

⑦
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年
三
月
乙
酉
（
七
日
）
条

新
京
宮
城
之
内
、
百
姓
地
卌
四
町
、
給
二

三
年
価
直
一

。

①
に
は
難
波
長
柄
豊
碕
宮
域
に
入
る
た
め
に
丘
墓
を
壊
し
た
者
や
移
転
し
た
者
に
は

物
を
賜
う
と
あ
る
。
②
は
藤
原
宮
域
に
宅
が
あ
る
百
姓
に
布
を
与
え
た
記
事
で
あ
る
。

③
に
は
平
城
京
域
で
あ
る
菅
原
に
家
の
あ
る
百
姓
に
布
穀
を
与
え
た
と
あ
り
、
こ
れ
も

移
転
の
た
め
に
住
民
に
補
償
を
与
え
た
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
④
に
は
恭
仁
宮
域
に
家

が
入
る
百
姓
に
は
位
を
、
京
内
に
入
る
百
姓
に
は
物
を
与
え
た
こ
と
が
み
え
る
。
⑤
は

長
岡
宮
域
に
家
の
あ
る
百
姓
に
稲
を
与
え
た
記
事
で
、
⑥
に
は
長
岡
宮
域
に
家
の
あ
る

長
岡
村
百
姓
を
京
戸
と
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
⑦
に
は
平
安
宮
域
に
土
地
を
持
つ
百
姓

に
三
年
分
の
価
直
を
支
給
し
た
と
あ
る
。

⑥
を
除
く
①
〜
⑦
を
み
る
と
、
新
宮
・
京
域
に
宅
な
ど
入
る
場
合
は
、
政
府
が
補
償

を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
補
償
を
与
え
た
の
は
、
①
に

｢

被
レ

遷
人
者｣

と
あ
る
よ

う
に
、
新
宮
・
京
と
な
る
区
域
に
居
住
し
て
い
る
人
間
を
移
転
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
藤
原
京
以
降
の
都
城
で
は
、
住
民
を
立
ち
退
か
せ
、
貴
族
・
官
人
・
京
戸
に

宅
地
班
給
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
元
か
ら
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
住
民
が
新
京
の
住

民
に
は
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
⑥
は
立
ち
退
か
せ
な
い
代
わ
り
に
長
岡
宮
域
に
家
が

入
る
百
姓
を
京
戸
と
し
た
例
外
的
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
宮
・
京
域

に
住
む
百
姓
の
移
転
と
そ
の
補
償
は
遷
都
政
策
の
一
つ
と
い
え
、
由
義
宮
で
同
様
の
政

策
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
、
由
義
宮
お
よ
び
西
京
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要

な
指
標
で
あ
る
。

史
料
２
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
四
月
癸
巳
朔
条

以
二

外
従
五
位
下
内
蔵
忌
寸
若
人
一

為
二

摂
津
亮
一

。
河
内
亮
従
五
位
上
紀
朝
臣

広
庭
・
摂
津
亮
外
従
五
位
下
内
蔵
忌
寸
若
人
並
為
二

兼
造
由
義
大
宮
司
次
官
一

。

さ
ら
に
、
史
料
２
で
は
、
河
内
亮
の
紀
朝
臣
広
庭
と
摂
津
亮
の
内
蔵
忌
寸
若
人
を
造

由
義
大
宮
司
の
次
官
に
任
命
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
れ
か
ら
、
由
義
宮
が
造
由
義
大

宮
司
と
い
う
臨
時
の
造
宮
官
司
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
造
由
義
大
宮

司
に
つ
い
て
、
今
泉
隆
雄
氏
は
、
河
内
・
摂
津
亮
を
次
官
に
任
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

造
宮
省
と
関
係
な
く
由
義
宮
の
あ
る
河
内
職
と
そ
の
隣
の
摂
津
職
の
官
人
を
中
心
に
組

織
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
）
10
（

。

ま
た
、
史
料
２
は
造
由
義
大
宮
司
の
次
官
の
任
命
記
事
で
あ
り
、
前
年
の
神
護
景
雲

三
年
十
月
に
由
義
宮
行
幸
が
行
わ
れ
、
宝
亀
元
年
二
月
に
も
由
義
宮
に
行
幸
し
て
い
る

こ
と
か
ら
（
表
参
照
）、
神
護
景
雲
三
年
以
前
に
造
由
義
大
宮
司
が
設
置
さ
れ
由
義
宮

の
造
宮
が
開
始
さ
れ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

　
つ
い
で
、
造
由
義
大
宮
司
の
構
成
員
を
み
る
と
、
次
官
は
従
五
位
上
の
河
内
亮
と
外

従
五
位
下
の
摂
津
亮
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
官
は
正
五
位
下
以
上
の
者
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
左
に
示
し
た
よ
う
に
、
保
良
・
長
岡
・
平
安
の
造
宮
使
の
長
官
も
五
位
以

上
で
あ
る
。

保
良
宮
・
京
　
造
宮
使
　
使
二
名
　
従
五
位
上
・
従
五
位
下

長
岡
宮
・
京
　
造
宮
使
　
使
四
名
　
従
三
位
・
正
四
位
・
従
四
位

平
安
宮
・
京
　
造
宮
使
　
使
二
名
　
正
五
位
下
・
従
五
位
上

造
由
義
大
宮
司
の
長
官
が
二
名
以
上
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
長
官
の
位
階
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

加
え
て
、
造
難
波
宮
司
や
保
良
・
長
岡
・
平
安
の
造
宮
使
が
京
域
の
造
営
も
担
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
造
由
義
大
宮
司
は
由
義
宮
だ
け
で
な
く
、
西
京
の
造
営
に
も
携

わ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
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西
京
考

そ
し
て
、
造
由
義
「
大
宮
」
司
と
い
う
名
称
か
ら
、
由
義
宮
の
正
式
名
称
は
由
義
大

宮
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
わ
る
。
宣
命
以
外
で
、
六
国
史
に
お
い
て
「
大
宮
」
と
称
さ

れ
る
宮
は
左
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

ａ
『
日
本
書
紀
』
舒
明
十
一
年
（
六
三
九
）
七
月
条

詔
曰
、
今
年
、
造
二

作
大
宮
及
大
寺
一

。
則
以
二

百
済
川
側
一

為
二

宮
処
一

。
是
以
、

西
民
造
レ

宮
、
東
民
作
レ

寺
。
便
以
二

書
直
県
一

為
二

大
匠
一

。

ｂ
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
九
月
庚
子
（
十
日
）
条

日
中
、
数
百
鸖
当
二

大
宮
一

、
以
高
翔
二

於
空
一

。
四
尅
而
皆
散
。

ｃ
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
十
一
月
戊
辰
（
二
十
一
日
）
条

右
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
奏
、
此
間
朝
廷
、
以
二

何
名
号
一

、
伝
二

於
万
代
一

。
天
皇

勅
曰
、
号
為
二

大
養
徳
恭
仁
大
宮
一

也
。

ｄ
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
正
月
壬
戌
（
十
六
日
）
条

又
賜
下

家
入
二

大
宮
一

百
姓
廿
人
爵
一
級
上

。
入
二

都
内
一

者
、
无
レ

問
二

男
女
一

並

賚
レ

物
。

ｅ
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
年
八
月
丁
丑
（
五
日
）
条

詔
、
授
二

造
宮
録
正
八
位
下
秦
下
嶋
麻
呂
従
四
位
下
一

、
賜
二

太
秦
公
之
姓
、
并

銭
一
百
貫
、
絁
一
百
疋
、
布
二
百
端
、
二
百
屯
一

。
以
レ

築
二

大
宮
垣
一

也
。

ｆ
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
五
月
辛
亥
（
四
日
）
条

天
皇
移
二

御
田
村
宮
一

。
為
レ

改
二

修
大
宮
一

也
。

ｇ
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
五
月
癸
丑
（
十
九
日
）
条

又
長
岡
村
百
姓
、
家
入
二

大
宮
処
一

者
、
一
同
二

京
戸
之
例
一

。

ａ
〜
ｇ
を
み
る
と
「
大
宮
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
宮
は
、
百
済
宮
・
飛
鳥
浄
御
原
宮
・

恭
仁
宮
・
平
城
宮
・
長
岡
宮
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
宮
城
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
県
・
若
江
・
高
安
の
三
郡
に
ま
た
が
る
広
大
な
宮
域
を
持
つ
こ
と
、

難
波
長
柄
豊
碕
宮
・
藤
原
宮
・
恭
仁
宮
・
長
岡
宮
・
平
安
宮
と
同
じ
よ
う
に
宮
域
に
住

む
百
姓
の
移
転
と
そ
の
補
償
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、「
大
宮
」
と
称
さ
れ
る
宮
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
由
義
宮
は
離
宮
で
は
な
く
宮
城
と
し
て
造
ら
れ
た
宮
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。

第
二
章
　
西
京
の
実
態
と
歴
史
的
意
義

第
一
節
　
西
京
の
実
態

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
甲
子
（
三
十
日
）
条
に
は
、

詔
以
二

由
義
宮
一

為
二

西
京
一

。
河
内
国
為
二

河
内
職
一

。
賜
二

高
年
七
十
已
上
者

物
一

。
免
二

当
国
今
年
調
、
大
県
・
若
江
二
郡
田
租
、
安
宿
・
志
紀
二
郡
田
租

之
半
一

。

と
、
由
義
宮
を
西
京
と
し
、
河
内
国
を
河
内
職
に
す
る
詔
が
み
え
る
。
こ
れ
に
は
、
大

県
・
若
江
郡
の
田
租
と
安
宿
・
志
紀
郡
の
田
租
半
分
を
免
除
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

西
京
の
京
域
が
大
県
・
若
江
・
高
安
・
志
紀
の
四
郡
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
）
11
（

。

そ
し
て
、
由
義
宮
の
宮
域
が
、
大
県
・
若
江
・
高
安
郡
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
京
の

京
域
は
、
大
県
・
若
江
・
高
安
・
志
紀
の
四
郡
に
跨
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
京
は
、
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図１　推定西京域

　 （出典： 足利健亮「由義京の宮域および京域考」（中山修一先生古稀記念事業会編『長岡京古文化論叢』同朋出版社、1986年）
670頁、第２図を一部改変）

　 　❶由義寺塔跡（東弓削遺跡）、❷龍華寺、❸三宅寺（平野廃寺）、❹大里寺（大県廃寺）、❺山下寺（大県南廃寺）、
　 　❻智識寺（太平寺廃寺）、❼家原寺（安堂廃寺）、❽鳥坂寺（高井田廃寺）、❾会賀市推定地
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西
京
考

由
義
宮
と
そ
の
周
辺
空
間
、
す
な
わ
ち
京
域
か
ら
な
る
都
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は
京
内
に
何
が
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
西
京
の
規
模
や

実
態
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）　
由
義
寺

ま
ず
、
由
義
宮
に
近
接
し
て
い
た
由
義
寺
（
弓
削
寺
）
を
み
て
い
く
。
弓
削
寺
は
、

寺
名
の
と
お
り
弓
削
氏
の
氏
寺
と
考
え
ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
。
創
建
年
代
は
不
明
だ

が
、
天
平
十
四
年
十
二
月
三
十
日
付
「
弓
削
寺
僧
行
聖
謹
解
）
12
（

」
に
弓
削
寺
の
僧
行
聖
が

星
川
五
百
村
の
得
度
を
申
請
し
た
こ
と
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
前
期
に
は
存
在

し
て
い
た
。

そ
し
て
、
天
平
神
護
元
年
十
月
三
十
日
に
は
称
徳
天
皇
が
弓
削
寺
へ
参
拝
礼
仏
し
て

い
る
。
翌
閏
十
月
一
日
に
は
弓
削
寺
に
食
封
二
百
戸
を
喜
捨
し
）
13
（

、
二
日
に
は
道
鏡
を
太

政
大
臣
禅
師
に
任
命
し
、
道
鏡
に
対
し
て
文
武
百
官
を
拝
賀
さ
せ
た
後
に
再
び
弓
削
寺

へ
礼
仏
に
行
っ
て
い
る
。

史
料
３
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
四
月
丁
酉
（
五
日
）
条

詔
、
造
二

由
義
寺
塔
一

諸
司
人
及
雑
工
等
九
十
五
人
、
隨
二

労
軽
重
一

、
加
二

賜
位

階
一

。

史
料
３
は
、
由
義
寺
の
造
塔
の
諸
司
人
と
雑
工
等
九
十
五
人
に
叙
位
を
行
う
詔
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
、
由
義
寺
に
塔
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
、
寺
名
が
「
弓
削
寺
」
か
ら
「
由

義
寺
」
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図
１
―
❶
の
東
弓
削
遺
跡
（
八
尾
市
東
弓
削
三
丁
目
）
か
ら
は
、
二
〇
一
七
年
十
一

月
に
由
義
寺
の
塔
跡
と
み
ら
れ
る
奈
良
時
代
後
半
に
造
営
さ
れ
た
一
辺
約
二
〇
ｍ
の
規

模
を
有
す
る
塔
の
基
壇
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
塔
の
規
模
は
、
天
皇
家
勅
願
の
寺
で
、

東
大
寺
が
建
立
さ
れ
る
ま
で
は
国
家
筆
頭
の
寺
院
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
大
安
寺
の

東
西
両
塔
の
一
辺
約
二
一
ｍ
や
諸
国
の
国
分
寺
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
あ
り
、
東
大
寺

や
大
安
寺
と
同
様
に
七
重
塔
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
）
14
（

。

こ
の
こ
と
か
ら
、
弓
削
寺
か
ら
由
義
寺
に
改
称
さ
れ
た
の
は
、
私
寺
か
ら
官
寺
に

な
っ
た
た
め
と
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
造
塔
事
業
も
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。塔

の
造
営
時
期
に
つ
い
て
は
、
鎮
檀
具
の
一
部
と
推
察
さ
れ
る
天
平
神
護
元
年
九
月

初
鋳
の
神
功
開
寳
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
）
15
（

、
こ
れ
以
降
に
造
営
が
開
始
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。
そ
し
て
、
史
料
３
に
由
義
寺
の
塔
造
営
に
携
わ
っ
た
諸
司
の
人
と
雑
工
ら

九
五
人
に
位
階
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
最
上
部
に
最
後
に
設

置
さ
れ
る
相
輪
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
大
型
銅
製
品
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
）
16
（

、
宝
亀
元

年
に
は
塔
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。

以
上
か
ら
由
義
寺
の
塔
の
造
営
期
間
は
、
天
平
神
護
元
年
十
月
か
ら
宝
亀
元
年
四
月

ま
で
の
四
年
強
と
考
え
ら
れ
、
由
義
宮
の
造
営
と
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
。

（
２
）　
河
内
六
寺

つ
い
で
、
大
県
郡
に
あ
っ
た
河
内
六
寺
と
称
さ
れ
る
三
宅
・
大
里
・
山
下
・
智
識
・

家
原
・
鳥
坂
の
六
寺
を
み
て
い
く
。
図
１
―
❸
〜
❽
に
示
し
た
よ
う
に
、
河
内
六
寺
は

東
高
野
街
道
前
身
道
路
に
沿
っ
て
南
北
に
北
か
ら
三
宅
・
大
里
・
山
下
・
智
識
・
家
原
・

鳥
坂
寺
の
順
に
並
ん
で
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
二
月
己
酉
（
二
十
五
日
）
条
に
は
「
天
皇
、

幸
二

知
識
・
山
下
・
大
里
・
三
宅
・
家
原
・
鳥
坂
等
七
寺
一

礼
仏
」
と
、
孝
謙
天
皇
が

難
波
行
幸
の
途
中
に
智
識
寺
を
は
じ
め
と
す
る
六
寺
を
礼
拝
し
た
こ
と
が
み
え
る
）
17
（

。
ま

た
、
翌
庚
戌
（
二
十
六
日
）
条
に
は
「
遣
二

内
舎
人
於
六
寺
一

誦
経
。
儭
施
有
レ

差
」
と

あ
り
、
六
寺
に
対
し
て
布
施
を
行
っ
て
い
る
。

史
料
４
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
癸
亥
（
二
十
九
日
）
条

賜
下

配
二

智
識
寺
一

今
良
二
人
、
四
天
王
寺
奴
婢
十
二
人
爵
人
三
級
上

。
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そ
し
て
、
史
料
４
に
は
、
由
義
宮
が
西
京
に
な
る
前
日
に
智
識
寺
の
今
良
二
人
と
四

天
王
寺
の
奴
婢
十
二
人
に
爵
を
与
え
た
と
あ
る
。
足
利
氏
は
、
同
時
代
の
難
波
京
内
に

位
置
し
た
四
天
王
寺
に
対
す
る
同
列
の
処
置
が
、
由
義
宮
が
「
都
」
に
な
る
前
日
に
智

識
寺
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
た
点
に
着
目
し
、
智
識
寺
は
西
京
内
と
い
う
観
念
で
と
ら

え
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
）
18
（

。
ま
た
、
氏
は
、
由
義
京
域
の
南
限
を
長
尾
街
道
（
大
津

道
）
ま
で
と
論
じ
る
。

し
か
し
、
氏
の
復
原
京
域
だ
と
河
内
六
寺
う
ち
鳥
坂
寺
だ
け
が
西
京
に
入
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
六
寺
に
つ
い
て
、
竹
内
亮
氏
は
、
い
ず
れ
も
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け

て
の
短
期
間
に
創
建
さ
れ
、
ほ
ぼ
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ｍ
の
間
隔
で
南
北
に
整
然
に
立
ち

並
び
、
六
つ
の
寺
が
一
括
し
て
参
拝
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
寺
が
何
ら
か

の
意
図
や
目
的
に
よ
り
同
時
期
に
一
括
し
て
造
営
さ
れ
た
と
考
え
る
）
19
（

。

六
寺
が
一
括
し
て
造
営
さ
れ
た
と
い
う
竹
内
氏
の
見
解
、
天
平
勝
宝
八
歳
に
孝
謙
天

皇
が
六
寺
に
礼
拝
と
布
施
を
行
っ
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
鳥
坂
寺
だ
け
が
西
京

の
京
域
に
入
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
三
宅
・
大
里
・
山
下
・
智
識
・
家
原
・
鳥
坂
寺
の
河
内
六
寺
す
べ

て
が
西
京
の
京
域
に
入
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
、
長
尾
街
道
以
南
に
あ
る
鳥
坂
寺
（
柏

原
市
大
字
高
井
田
）
ま
で
が
西
京
の
京
域
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
３
）　
会
賀
市

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
三
月
癸
酉
（
十
日
）
条
に
は
、

以
二

従
五
位
下
山
口
忌
寸
沙
弥
麿
・
西
市
員
外
令
史
正
八
位
下
民
使
毗
登
日

理
一

権
任
二

会
賀
市
司
一

。

と
、
会
賀
市
を
管
理
さ
せ
る
た
め
西
市
司
の
官
人
民
使
毗
登
日
理
と
山
口
沙
弥
麿
を

「
市
司
」
に
任
命
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

　
会
賀
市
は
、『
日
本
書
紀
』
顕
宗
即
位
前
紀
に
「
旨
酒
餌
香
市
不
二

以
レ

直
買
一

」
と

あ
り
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
十
三
年
三
月
条
に
は
「
天
皇
使
三

歯
田
根
命
、
資
財
露
置
二

於
餌
香
市
辺
橘
本
之
土
一

。
遂
以
二

餌
香
長
野
邑
一

、
賜
二

物
部
目
大
連
一

」
と
、
歯
田
根

命
の
資
財
を
餌
香
市
辺
の
橘
の
木
の
下
に
さ
ら
し
置
か
せ
、
物
部
目
が
餌
香
長
野
邑
を

賜
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
そ
し
て
、『
倭
名
類
聚
抄
』
の
志
紀
郡
に
長
野
郷
が
み
え
る

こ
と
か
ら
、
会
賀
市
は
同
郷
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀
に
は
「
河
内
国
司
言
、
於
二

餌
香
川
原
一

、

有
二

被
レ

斬
人
一

。
計
将
数
百
」
と
あ
り
、
市
の
近
く
に
川
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
日

本
書
紀
』
天
武
元
年
七
月
辛
亥
（
二
十
二
日
）
条
の
壬
申
の
乱
の
戦
を
記
す
な
か
に
も

「
財
等
自
二

高
安
城
一

降
以
渡
二

衛
我
河
一

、
與
二

韓
国
一

戦
二

于
河
西
一

」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
会
賀
市
は
餌
香
川
左
岸
の
国
府
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１
―
❾
）
20
（

）。

前
述
し
た
よ
う
に
、
会
賀
市
の
市
司
の
設
置
に
つ
い
て
、
中
村
修
也
氏
は
宮
都
の
遷

移
に
は
市
の
設
営
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
京
へ
の
遷
都
を
意
中

に
秘
め
た
準
備
処
置
と
捉
え
る
）
21
（

。

都
城
と
市
の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
恭
仁
京
に
遷
都
す
る
に
あ
た
り
、
平
城
京
に

あ
っ
た
東
西
市
を
恭
仁
京
に
移
し
）
22
（

、
平
城
京
還
都
の
際
は
、
恭
仁
京
の
市
人
が
平
城
京

に
移
っ
て
い
る
）
23
（

。
そ
し
て
、
平
安
京
遷
都
の
際
も
、
長
岡
京
の
東
西
市
と
市
人
を
平
安

京
に
移
し
て
い
る
）
24
（

。
し
た
が
っ
て
、
遷
都
の
際
に
は
、
東
西
市
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

商
業
活
動
を
行
う
市
人
を
含
め
た
経
済
シ
ス
テ
ム
す
べ
て
を
新
京
に
移
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
首
都
の
経
済
を
支
え
る
東
西
市
を
新
京
へ
移
す
こ
と
は
遷
都

手
続
の
一
つ
で
あ
り
、
遷
都
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
市
司
は
首
都
以
外
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
副
都
で
あ
っ
た
難
波
京
で

す
ら
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
天
平
宝
字
六
年
潤
十
二
月
二
十
三
日
付

「
造
東
大
寺
司
符
）
25
（

」
か
ら
、
遷
都
が
企
図
さ
れ
て
い
た
保
良
京
内
の
市
に
市
司
が
分
置

さ
れ
て
い
た
。
会
賀
市
の
市
司
も
、
西
市
司
の
官
人
を
割
い
て
設
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
西
市
司
の
分
置
と
考
え
ら
れ
、
会
賀
市
を
西
京
の
市
と
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。
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西
京
考

（
４
）　
龍
華
寺

　『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
乙
卯
（
二
十
一
日
）
条
に
は
、

権
建
二

肆
鄽
於
龍
華
寺
一

、
以
二

西
川
上
一

、
而
駆
二

河
内
市
人
一

以
居
レ

之
。
陪

従
五
位
已
上
、
以
二

私
玩
好
一

交
二

関
其
間
一

。
車
駕
臨
レ

之
。
以
為
二

遊
覧
一

。

難
波
宮
綿
二
万
屯
、
塩
卅
石
、
施
二

入
龍
華
寺
一

。

と
、
龍
華
寺
に
肆
鄽
を
た
て
、
龍
華
寺
の
西
の
川
上
に
河
内
の
市
人
を
駆
り
立
て
住
ま

わ
せ
て
市
を
行
わ
せ
、
そ
れ
を
称
徳
天
皇
が
遊
覧
し
、
難
波
宮
綿
二
万
屯
と
塩
三
十
石

を
龍
華
寺
に
施
入
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

龍
華
寺
は
、『
類
聚
国
史
』
巻
一
八
二
寺
田
地
、
延
暦
十
九
年
二
月
辛
巳
（
十
三
日
）

条
に
「
河
内
国
若
江
郡
田
一
町
六
段
施
二

入
龍
華
寺
一

為
二

燈
分
一

」
と
あ
り
、「
醍
醐
寺

本
諸
寺
縁
起
集
」
の
龍
門
寺
縁
起
に
は
「
龍
華
寺
〈
在
下

河
内
国
若
江
郡
、
僧
正
起
中

基
為
上

龍
〉
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
由
義
宮
・
寺
と
同
じ
河
内
国
若
江
郡
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
七
月
八
日
付
「
河
内
通
法
寺
領

注
文
案
）
26
（

」
に
は
「
河
内
国
末
寺
竜
花
寺
〈
字
弓
削
寺
〉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
三
世

紀
に
は
龍
華
寺
が
弓
削
寺
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
龍
華
寺
は
弓
削
郷
内
に
あ
っ
た
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
龍
華
寺
の
「
西
川
上
」
と
は
長
瀬
川
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
八
尾
市
陽
光
学
園
二
丁
目
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
１
―

❷
）。足

利
氏
は
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
三
月
丙
寅
（
三
日
）
条
に
「
車
駕
臨
二

博
多
川
一

、

以
宴
遊
焉
。
是
日
、
百
官
・
文
人
及
大
学
生
等
各
上
二

曲
水
之
詩
一

」
と
、
天
皇
が
行
幸

し
て
宴
遊
し
、
百
官
の
文
人
と
大
学
生
が
曲
水
の
詩
を
献
上
し
た
「
博
多
川
」
こ
そ
が

長
瀬
川
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
同
月
二
十
八
日
に
葛
井
・
船
・
津
・
文
・
武
生
・
蔵
氏

の
男
女
二
百
三
十
人
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
歌
垣
で
、「
渕
も
瀬
も
、
清
く
爽
け
し
、
博

多
川
、
千
歳
を
ま
ち
て
、
澄
め
る
川
か
も
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
博
多
川
が

西
京
の
川
と
に
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
、
龍
華
寺
が
京
域
の
西
南
隅
で
あ
っ
た
と

論
じ
る
）
27
（

。

（
５
）　
道
路

西
京
内
に
は
、
南
北
に
直
線
的
に
延
び
る
東
高
野
街
道
前
身
道
路
と
難
波
京
に
通
じ

る
渋
川
路
と
い
う
二
つ
の
主
要
道
路
が
通
っ
て
い
た
（
図
２
参
照
）。

ま
ず
、
東
高
野
街
道
前
身
道
路
は
、
そ
の
道
路
沿
い
に
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か

け
て
建
立
さ
れ
た
三
宅
・
大
里
・
山
下
・
智
識
・
家
原
・
鳥
坂
寺
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

七
世
紀
後
半
に
は
幹
線
道
路
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
大
和
川
と
衛
我
河
の
合
流
地
点
か
ら
大
和
川
沿
い
を
通
っ
て
難
波
京
へ
至

る
道
路
で
あ
る
渋
河
路
を
み
て
い
く
。『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
四
月
戊
戌
（
十
五

日
）
条
に
は
「
車
駕
、
取
二

渋
河
路
一

、
還
至
二

知
識
寺
行
宮
一

」
と
あ
り
、
孝
謙
天
皇

が
難
波
宮
か
ら
平
城
宮
へ
の
帰
路
の
途
中
、
渋
河
路
を
通
っ
て
智
識
寺
行
宮
に
向
っ
た

こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
渋
河
路
も
平
城
京
と
難
波
京
を
結
ぶ
行
幸
路
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
西
京
に
は
平
城
京
に
至
る
龍
田
道
と
、
住
吉
津
に
至
る
磯
歯
津
路
が
接
し

て
い
た
。

西
京
の
東
南
に
接
し
て
い
た
龍
田
道
は
、
平
城
京
か
ら
斑
鳩
を
経
由
し
て
河
内
国
に

入
る
道
で
、
平
城
京
遷
都
以
降
の
難
波
行
幸
の
往
還
路
で
あ
っ
た
。『
続
日
本
紀
』
宝

亀
二
年
二
月
戊
申
（
二
十
一
日
）
条
で
は
「
車
駕
、
取
二

龍
田
道
一

、
還
到
二

竹
原
井
行

宮
一

」
と
難
波
宮
行
幸
か
ら
の
還
り
に
龍
田
道
を
経
由
し
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
ま

た
、『
万
葉
集
』
に
は
、
天
平
四
年
八
月
十
七
日
に
藤
原
宇
合
が
西
海
道
節
度
使
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
と
き
に
高
橋
虫
麻
呂
が
龍
田
道
を
詠
ん
だ
歌
な
ど
龍
田
道
に
関
わ
る
歌

が
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
官
人
等
も
利
用
し
て
い
た
主
要
交
通
路
で
あ
っ
た
。

西
京
の
西
北
に
繋
が
っ
て
い
た
磯
歯
津
路
は
、
住
吉
津
に
向
か
う
古
道
で
『
日
本
書

紀
』
雄
略
十
四
年
正
月
条
に
「
為
二

呉
客
道
一

、
通
二

磯
歯
津
路
一

。
名
二

呉
坂
一

」
と
み

え
る
。
住
吉
郡
寺
岡
村
（
大
阪
市
住
吉
区
長
居
西
）
か
ら
鷹
合
村
（
東
住
吉
区
鷹
合
）

に
至
る
区
間
が
東
西
方
向
の
直
線
道
路
を
な
し
、
さ
ら
に
鷹
合
か
ら
東
に
向
か
っ
て
志

紀
郡
老
原
村
（
八
尾
市
老
原
）
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
全
区
画
に
そ
れ
と
同
一
方
向
の
直
線
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な
い
し
畔
道
が
と
ぎ
れ
な
が
ら
連
続
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
吉
津
か
ら
龍
華

寺
の
川
向
か
い
の
老
原
ま
で
伸
び
て
い
た
直
線
道
路
と
想
定
さ
れ
て
い
る
）
28
（

。

そ
し
て
、
磯
歯
津
路
は
老
原
で
渋
河
路
と
つ
な
が
り
、
そ
こ
か
ら
衛
我
河
と
の
合
流

地
点
ま
で
渋
河
路
を
進
み
河
を
渡
る
と
、
平
城
京
と
河
内
を
結
ぶ
龍
田
道
に
つ
な
が
っ

た
。こ

の
こ
と
か
ら
、
平
城
京
遷
都
以
降
、
難
波
へ
の
行
幸
路
は
、
龍
田
道
―
渋
河
路
と
、

龍
田
道
―
渋
河
路
―
磯
歯
津
路
―
難
波
大
道
と
い
う
経
路
が
と
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
の
ル
ー
ト
を
使
っ
て
も
必
ず
西
京
の
京
域
を
通
る
こ
と
か
ら
、

交
通
の
要
所
に
設
置
さ
れ
た
都
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
称
徳
は
孝
謙
天

皇
の
頃
か
ら
難
波
・
智
識
寺
に
行
幸
し
て
お
り
、
西
京
の
京
域
と
な
る
地
域
に
訪
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
由
義
宮
・
西
京
を
設
置
し
た
の
は
道
鏡
の
故
郷
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
天
皇
自
身
が
こ
の
地
が
難
波
と
平
城
を
結
ぶ
水
陸
交
通
の
要
地
と
認
識
し
て

い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
西
京
は
大
県
・
若
江
・
高
安
・
志
紀
の
四
郡
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、

由
義
宮
を
中
核
に
、
京
内
に
は
由
義
寺
・
龍
華
寺
・
智
識
寺
・
山
下
寺
・
大
里
寺
・
三

宅
寺
・
家
原
寺
・
鳥
坂
寺
、
西
市
司
が
分
置
さ
れ
た
会
賀
市
な
ど
が
あ
り
、
東
高
野
街

道
前
身
道
路
と
渋
川
路
と
い
う
古
道
が
通
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
平
城
京
を
結
ぶ
龍
田

道
と
住
吉
津
へ
至
る
磯
歯
津
路
が
京
域
に
繋
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
西
京
は
既
存

の
主
要
交
通
網
と
融
合
し
た
都
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
西
京
の
歴
史
的
意
義

そ
れ
で
は
、
由
義
宮
を
含
め
た
西
京
が
日
本
古
代
都
城
史
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

意
義
を
持
つ
都
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
方
角
で
称
さ
れ
た
「
京
」
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
十
月
己
卯
（
二
十
八
日
）
条
に
は
、

詔
曰
、
為
レ

改
二

作
平
城
宮
一

、
暫
移
而
御
二

近
江
国
保
良
宮
一

。（
中
略
）
是
日
、

勅
曰
、
朕
有
レ

所
レ

思
、
議
レ

造
二

北
京
一

。
縁
二

時
事
由
一

、
蹔
移
遊
覧
。（
後
略
）

と
、
淳
仁
天
皇
に
思
う
所
が
あ
っ
て
北
京
（
保
良
京
）
を
造
っ
た
こ
と
が
宣
べ
ら
れ
て

お
り
、
保
良
京
が

｢

北
京｣

と
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
平
城
京
に
対

し
、
保
良
京
が
北
に
あ
っ
た
た
め

｢

北
京｣

と
称
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
保
良
京
は
新
た
な
首
都
と
な
る
た
め
に
造
営
さ
れ
た
都
で
あ
る
こ
と

か
ら
副
都
と
し
て
の
表
現
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
『
日
本
後
紀
』
巻
第
三
逸
文
（
『
拾
芥
抄
』
宮
城
部
）、
延
暦
十
三
年
十
月

廿
三
日
条
を
み
る
と
、

龍田道

図２　西京と交通路

　（出典： 谷崎仁美「瓦からみた地域間交流と東高野街道」（『ヒストリア』270号、
2018年）30頁、図４を一部改変）

　　　　 …推定西京域
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西
京
考

同
十
三
年
十
月
廿
三
日
、
天
皇
自
二

南
京
一

、
遷
二

北
京
一

。

と
、
桓
武
天
皇
が
南
京
（
長
岡
京
）
か
ら
北
京
（
平
安
京
）
に
遷
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
長
岡
京
も
平
安
京
も
首
都
で
あ
り
、
南
に
あ
る
長
岡
京
を
「
南
京
」、
北
に

あ
る
平
安
京
を
「
北
京
」
と
表
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
由
義
宮
と
京
域
を

「
西
京
」
と
称
し
た
こ
と
を
以
て
、
そ
の
性
格
を
副
都
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
続
日
本
紀
』
で
は
東
京
で
あ
る
平
城
京
に
対
す
る
西
の

都
と
い
う
意
味
で
「
西
京
」
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
方
角
＋
京
で
表
現

さ
れ
て
い
る
他
の
都
城
に
固
有
の
京
名
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
西
京
に
も
そ
れ

が
あ
っ
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
由
義
宮
が
「
大
宮
」
と
呼
ば
れ
、
三
郡
に
跨
る
大
規
模
な
宮
域
を

持
つ
こ
と
、
遷
都
手
続
の
一
つ
で
あ
る
新
宮
（
京
）
域
に
入
る
人
々
に
賜
物
等
の
補
償

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
宮
城
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
西
京
の
市
で
あ
る
会
賀
市
を
管
理
す
る
た
め
に
首
都
に
し
か
置
か
れ
な
い

西
市
司
の
分
置
さ
せ
た
こ
と
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
三
月
辛
卯
（
二
十
八
日
）
条

で
「
尓
詩
乃
美
夜
古
波
、
与
呂
豆
与
乃
美
夜
」
と
歌
わ
れ
、
当
時
の
人
々
に
西
京
が
恒

常
的
な
都
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
西
京
は
遷
都
も
想
定
さ
れ
て
い
た
都
だ
っ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
八
世
紀
後
半
に
造
営
さ
れ
た
由
義
宮
と
西
京
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
都
城
史
上
に
お
け
る
西
京
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
由
義
宮
が
大
県
・
若
江
・
高
安
の
三
郡
に
ま
た
が
る
広
大
な

宮
域
を
持
ち
、
難
波
長
柄
豊
碕
宮
・
藤
原
宮
・
恭
仁
宮
・
長
岡
宮
・
平
安
宮
と
同
じ
く
、

新
宮
域
に
住
む
百
姓
の
移
転
と
そ
の
補
償
を
行
っ
た
こ
と
、「
大
宮
」
と
称
さ
れ
る
宮

だ
っ
た
こ
と
か
ら
を
由
義
宮
は
宮
城
と
し
て
造
ら
れ
た
宮
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。第

二
章
で
は
、
西
京
は
大
県
・
若
江
・
高
安
・
志
紀
の
四
郡
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、

由
義
宮
を
中
核
に
、
由
義
寺
・
龍
華
寺
・
智
識
寺
・
山
下
寺
・
大
里
寺
・
三
宅
寺
・
家

原
寺
・
鳥
坂
寺
、
西
市
司
が
分
置
さ
れ
た
会
賀
市
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
都
で
あ
っ
た
こ

と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
由
義
宮
と
西
京
の
実
態
か
ら
、
西
京
に
対
し
て
も
遷
都
手
続

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
河
内
は
、
六
世
紀
に
は
物
部
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
早
く
か
ら
渡
来
人
が
居

住
し
て
い
た
。「
金
剛
場
陀
羅
尼
経
」
巻
一
の
奥
書
に
は
「
歳
次
丙
戌
年
五
月
、
川
内

国
志
貴
評
内
知
識
」
と
あ
り
、
丙
戌
年(

朱
鳥
元
年
〈
六
八
六
〉)

に
僧
寳
林
が
衆
生
を
「
教

化
」
し
て
、
河
内
国
志
紀
評
で
知
識
を
募
っ
て
写
経
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
ま
た
、
七

世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
河
内
六
寺
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
西
京
と
な
る
地
域
で

は
、
七
世
紀
に
は
寺
院
の
建
立
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
西
京
近
く
の
丹
治
郡
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
に
あ
る
船
氏
の
氏
寺
で
あ
る

野
中
寺
の
「
金
銅
製
弥
勒
菩
薩
半
跏
像
刻
銘
」
に
は
、
丙
寅
年
（
天
智
五
年
〈
六
六
六

年
〉
）
に
栢
寺
の
智
識
ら
が
誓
願
し
た
と
い
う
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
市

郡
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
に
あ
る
西
文
氏
の
氏
寺
で
あ
る
西
琳
寺
で
は
七
世
紀
末
の
伽

藍
遺
構
が
発
掘
さ
れ
、『
河
内
国
西
琳
寺
縁
起
』
所
引
「
金
銅
弥
陀
三
尊
像
銘
文
」
に

は
「
書
大
阿
斯
高
君
と
、
そ
の
子
の
支
弥
高
首
が
西
琳
寺
を
草
創
し
た
」
と
い
う
旨

が
記
さ
れ
、「
子
の
栴
檀
高
首
・
土
師
長
兄
高
連
・
羊
子
首
・
韓
会
古
首
が
敢
え
て
塔

寺
を
奉
る
」
と
あ
る
。
光
背
に
は
続
い
て
、「
宝
元
五
年
己
未
正
月
、
二
種
智
識
が
弥

陀
仏
像
な
ら
び
に
二
菩
薩
を
敬
い
造
る
」
と
あ
り
、
こ
の
「
己
未
」
年
は
斉
明
五
年

（
六
五
九
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
河
内
は
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
在
地
豪
族
や
渡
来
系

氏
族
の
知
識
に
よ
り
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
仏
教
が
盛
な
先
進
的
地
域
で
あ
っ
た
。

ま
た
、『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
十
月
丙
子
（
十
五
日
）
条
に
は
「
河
内
国
寺

六
十
六
区
見
住
僧
尼
及
沙
弥
・
沙
弥
尼
、
絁
綿
各
有
レ

差
」
と
み
え
る
。
古
代
寺
院
は
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一
郡
に
一
寺
存
在
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
河
内
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
か
ら
一
里
一
寺
の
割
合
で
古
代
寺
院
が
存
在
し
た
と
推
察
さ
れ
）
29
（

、
実
際
に
六
十
六
寺

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
道
鏡
の
出
身
地
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
河
内
の
先
進

的
な
地
域
性
も
由
義
宮
と
西
京
設
置
の
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

称
徳
天
皇
の
崩
御
と
、
道
鏡
の
失
脚
に
よ
り
、
西
京
の
造
営
は
途
中
で
終
わ
っ
た
も

の
の
、
道
鏡
の
出
身
地
で
あ
り
、
河
内
地
域
の
特
殊
性
と
交
通
の
要
所
で
あ
る
西
京
は

遷
都
も
視
野
に
入
れ
て
造
営
さ
れ
た
都
城
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（
１
）　
大
井
重
三
郎
「
由
義
宮
」（
『
上
代
の
帝
都
』
立
命
館
出
版
、
一
九
四
四
年
）
二
九
九

頁
、
足
利
健
亮
「
由
義
京
の
宮
域
お
よ
び
京
域
考
」（
中
山
修
一
先
生
古
稀
記
念
事
業

会
編
『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
』
同
朋
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
六
六
七
頁
、
原
昌
則
「
西

京
（
由
義
宮
）
の
残
影
」（
塚
口
義
信
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
塚
口
義
信
博
士
古
稀
記

念
　
日
本
古
代
学
論
叢
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
四
〇
六
頁
。

（
２
）　
藤
原
仲
麻
呂
に
対
抗
す
る
称
徳
天
皇
・
道
鏡
の
政
策
と
し
て
は
、
東
大
寺
・
法
華

寺
の
建
立
に
対
す
る
西
大
寺
・
西
隆
寺
の
建
立
、
開
基
勝
宝
・
太
平
元
宝
・
万
年
通
宝

の
新
鋳
に
対
す
る
神
功
開
宝
の
新
鋳
、
皇
后
宮
職
を
改
め
た
紫
微
中
台
の
設
置
と
紫
微

令
の
就
任
に
対
す
る
法
王
宮
職
の
設
置
と
法
王
の
就
任
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）　
岸
俊
男
「
保
良
宮
と
由
義
宮
」（
『
日
本
の
古
代
宮
都
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
八
一
年
）
七
四
〜
七
六
頁
、
辻
尾
榮
一
「
古
代
宮
都
由
義
宮
考(

一)

」（
『
郵
政
考

古
紀
要
』
五
号
、
一
九
八
一
年
）
二
六
〜
二
八
頁
。

（
４
）　
拙
稿
「
保
良
京
の
史
的
意
義
」（
『
古
代
都
城
の
形
態
と
支
配
構
造
』
同
成
社
、

二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
）。

（
５
）　
中
村
修
也
「
奈
良
時
代
の
市
司
就
任
氏
族
」（
『
日
本
古
代
商
業
史
の
研
究
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
一
三
三
〜
一
三
四
頁
。

（
６
）　
松
村
翔
太
「
忘
れ
去
ら
れ
た
西
京
―
称
徳
・
道
鏡
と
由
義
宮
の
五
年
史
」（
『
帝
塚

山
大
学
考
古
学
研
究
所
研
究
報
告
』
一
三
号
、 

二
〇
一
一
年
）
四
七
頁
。

（
７
）　「
東
弓
削
遺
跡
（
由
義
寺
跡
）
の
発
掘
調
査
（
遺
構
確
認
調
査
）
現
地
説
明
会
資
料
」

（
八
尾
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
）。

（
８
）　『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
四
月
丁
巳
条
に
は
、「
道
鏡
、
俗
姓
弓
削
連
、
河
内
人
也
」

と
あ
る
。

（
９
）　
中
井
真
孝
「
道
鏡
と
河
内
」（
大
阪
府
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
大
阪
府
史
』
第
二
巻
、

大
阪
府
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）
七
四
一
頁
。

（
10
）　
今
泉
隆
雄
「
八
世
紀
造
宮
官
司
考
」（
『
古
代
宮
都
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
八
三
年
）
三
一
一
頁
。

（
11
）　
足
利
健
亮
氏
は
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
甲
子
条
の
「
安
宿
」
は
「
高
安
」

の
間
違
い
と
考
え
る
（
前
掲
、
足
利
健
亮
「
由
義
京
の
宮
域
お
よ
び
京
域
考
」
）。

（
12
）　『
大
日
本
古
文
書
』
二
―
324
、
続
修
後
集
九
断
簡
（
四
）
裏
。

（
13
）　『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
閏
十
月
己
丑
朔
条
。

（
14
）　
樋
口
薫
「
東
弓
削
遺
跡
（
由
義
寺
跡
）
」（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
六
六
号
、
二
〇
一
八

年
）
八
六
頁
、「
東
弓
削
遺
跡
（
由
義
寺
跡
）
の
発
掘
調
査
（
遺
構
確
認
調
査
）
現
地

説
明
会
資
料
」（
八
尾
市
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
八
尾
市
文
化
財
調
査
研
究
会
、

二
〇
一
八
年
）
一
頁
。

（
15
）　『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
九
月
丁
酉
条
。

（
16
）　
前
掲
、
樋
口
薫
「
東
弓
削
遺
跡
（
由
義
寺
跡
）
」
八
七
頁
。

（
17
）　『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
二
月
己
酉
条
に
は
「
知
識
・
山
下
・
大
里
・
三
宅
・

家
原
・
鳥
坂
等
七
寺
」
と
あ
る
が
、
寺
名
が
見
え
る
の
は
六
寺
で
あ
り
、
翌
日
の
庚
戌

条
の
「
六
寺
」
と
同
じ
寺
を
指
す
こ
と
か
ら
、「
七
寺
」
は
「
六
寺
」
の
誤
り
で
あ
ろ

う
（
『
続
日
本
紀
』
三
巻
（
新
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
一
五
六
頁
）。

（
18
）　
前
掲
、
足
利
健
亮
「
由
義
京
の
宮
域
お
よ
び
京
域
考
」
六
七
四
頁
。

（
19
）　
竹
内
亮
「
五
十
戸
と
知
識
寺
院
」（
『
日
本
古
代
の
寺
院
と
社
会
』
塙
書
房
、

二
〇
一
六
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）
二
三
三
頁
。

（
20
）　『
大
阪
府
の
地
名
Ⅱ
』(

日
本
歴
史
地
名
体
系
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年)

一
〇
四
七
頁
。

（
21
）　
前
掲
、
中
村
修
也
「
奈
良
時
代
の
市
司
就
任
氏
族
」
一
三
一
〜
一
三
二
頁
。

（
22
）　『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
八
月
丙
午
条
。

（
23
）　『
同
』
天
平
十
七
年
五
月
丁
卯
条
。

（
24
）　『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
三
年
七
月
辛
未
朔
条
。

（
25
）　『
大
日
本
古
文
書
』
五
―
333
〜
334
、
続
修
別
集
四
八
断
簡
十
裏
。

（
26
）　『
鎌
倉
遺
文
』
一
六
九
一
号
、
正
木
直
彦
氏
所
蔵
文
書
。



― 27 ―

西
京
考

（
27
）　
前
掲
、
足
利
健
亮
「
由
義
京
の
宮
域
お
よ
び
京
域
考
」
六
七
三
頁
。

（
28
）　
服
部
昌
之
「
条
里
と
交
通
路
」（
大
阪
府
史
編
纂
専
門
委
員
会
編
『
大
阪
府
史
』
第

二
巻
、
大
阪
府
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）
四
七
二
〜
四
七
三
頁
。

（
29
）　
上
田
睦
「
河
内
の
古
代
寺
院
と
氏
族
」（
『
河
内
の
古
瓦
と
氏
族
の
研
究
』
二
〇
〇
九

年
）
三
〇
九
頁
。


